
 

 

  

第６章 
計画の推進にあたって 



 

 

 

６－１ 計画の推進体制 

良好な景観を形成するためには、市⺠や事業者、⾏政等それぞれの主体が相互に役割
を担い合うことが重要です。この計画の推進にあたっては、理念や目標を共有し、それ
ぞれが以下のような役割を担って連携して取り組んでいきます。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 第６章 計画の推進にあたって 

⾏政の役割 
・総合的かつ計画的に良好な景観の形

成に資する施策を推進する 
・率先して質の⾼い公共空間の創出に

努める 
・市⺠、事業者等の活動や相互の連携

を支援・調整する 
・良好な景観の形成に関わる多様な分

野と連携する 

事業者等に期待される役割 
・事業活動や自らの所有する建築

物等が景観の一部を形成するこ
とを意識して必要な改善⾏動を
とる 

・良好な景観の形成に資する市⺠
活動を支援する 

・良好な景観の形成に資する社会
貢献活動を主体的に⾏う 

市 ⺠ 

事業者等 ⾏ 政 

市⺠に期待される役割 
・景観に関心を持つ 
・所有する建物や自らの活動が景観の一部を形成す

ることを意識して必要な改善⾏動をとる 
・良好な景観の形成に資する市⺠活動に参加する 
・良好な景観の形成に資する取組を主体的に⾏う 

景観形成 
の理念・目標

等の共有 

推進体制のイメージ 

相互連携 



 

 

６－２ 計画の進⾏管理 

① PDCA による進⾏管理 
計画の進⾏管理にあたっては、この計画（Plan）に基づく具体的な取組を展開し（Do）、

その結果を検証して（Check）、必要な改善を⾏う（Action）サイクルを繰り返すこと
で、段階的かつ継続的な発展（スパイラルアップ）を図っていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、札幌全体の景観の魅⼒を⾼めていくために、地域個々の取組が地域の内外での

新たな取組を誘発し、それらが相互に関係付けられながら連鎖的に展開されることを目
指します。 
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P

景観計画の理念・目標等
の達成に向けた施策の進
⾏と取組の広がり 

進⾏管理の PDCA サイクル（イメージ） 

景
観
の
質
の
向
上

 

地域の取組の連鎖 



 

 

② 活動指標及び成果指標による進⾏管理 
この計画に基づく個別の取組の進⾏管理は、第５章のロードマップを活動指標として⾏

います。 
また、計画全体の進⾏管理のためには、成果指標を設定することが効果的です。その成

果指標としては以下のものが考えられますが、現時点で十分なデータ等の蓄積がないこと
から、今後、定期的なアンケート調査を⾏うことなどを通じ、成果指標のあり⽅について
検討していきます。 

 
 
○ 札幌の景観に対する市⺠の評価（札幌全体・地区別） 
○ 景観施策についての市⺠の認知度 
○ 景観まちづくりの取組を⾏っている地区数 

  


